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定期監査結果報告書指摘事項に関する措置状況 

 

【令和 6 年度 定期監査結果報告書分】 

指摘事項 措置状況 課名 報告年月日 

部局監査 

 固定資産管理システム土地整理図及び土地家屋図データ

更新業務の委託に関し、令和５年度、６年度共に５～６件ぐ

らいあった物品の借用について、当該文書を見る限り、課長

までの決裁がなされず担当者と業者間で行われていた。ま

た、借用書のうち何件かは受付印が無かったり、借用期間

（返却予定日）の記入が欠けていたり、返却の確認（いつ、

誰が）を行った形跡が無かったりした。場合によっては、ト

ラブルに発展しかねないため、申請書の受理から返却確認

までの状況を借用書へ詳細に記録されたい。 

当該委託業務を進めるには、業者への市所有物の提供（借用）が必要になり

ますが、借用期間が完了（返却）するまでの状況を担当者のみで完結するので

はなく、組織として把握しておくため、その都度課長決裁をする対応としまし

た。 

また、担当者においては市所有物の提供（借用）が無事完了するまでの間の

管理や完了したものに対する借用書への記載等の徹底に努めるよう改めて指

導をしました。 

なお、課長決裁によって情報共有したグループリーダーや課長補佐でも、物

品借用書等を状況が随時確認できるように、共有フォルダの税務課内に新た

に、「借用管理表」シートを作成しました。これを担当者が決裁時に入力して

いくことで、他の誰もが進捗状況を確認でき、未完了のままになっているもの

の対処がしやすくなるようにしました。 

 

税務課 令和 7 年 

3 月 7 日 

部局監査 

人権擁護啓発活動の一環として、着ぐるみの「わん丸君」

利用について一般社団法人 犬山市観光協会から許可され

ているが、その利用申請は、課長への口頭での伺いで済ませ

ていたとのことだった。今後は、借用目的、期間などを文書

で起案されたい。 

また、住民票等の交付請求に係る「手数料減免」の簿冊に

は、令和元年度以降の起案が保存されており、令和５年度、

６年度は４件ずつ処理した起案があった。しかしながら、こ

れらの起案計８件中３件については住民票等の発行に係る

請求人数こそ分かるが、誰を対象に請求があったかが不明

であり、また１件にあっては起案から請求人数さえも分か

らなかった。有償か無償（減免）かを始め、誰の分をいつ発

行（交付）したのかを一覧表にするなど、請求に対する回答

の顛末が一目で把握できるような起案とされたい。 

わん丸君の着ぐるみの利用申請について、今後、利用申請をする際には、口

頭ではなく、文書で借用目的、期間などを明記の上、決裁をするよう改めます。 

住民票等の交付請求に係る「手数料減免」について、対象者リスト等が無い

ものについては、「証明書等交付申請書（郵送・公文書）」の簿冊に綴じていま

したが、保管方法を統一し、「手数料減免」の簿冊に綴るようにすることで、

請求に対する回答の顛末が把握できるように改めました。 

市民課 令和 7 年 

3 月 5 日 
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指摘事項 措置状況 課名 報告年月日 

部局監査 

「自主防災組織」に関する簿冊を確認したところ、自主防

災会資機材点検表が綴られていた。この点検表は、任意提出

とのことだが、令和５年度、６年度とも課長までの決裁がさ

れている形跡が無かった。また、両年度とも自主防災訓練実

施報告書が１０数町内から届いているが、これも課長まで

の決裁がされていないものが多かった。資機材点検表から

は各自主防災組織へ市が交付した資機材の在庫状況等が記

されており、管理の実態が把握できる。また、訓練実施報告

書に記入されている「訓練の成果・課題等」からは、貴重な

意見などが書かれていることも有り得る。そうした情報を

課内で共有し、活かしていくためにも、提出された点検表や

報告書は、全て課内決裁をするようにされたい。また、定期

監査時には伝えていないが、内容により消防署員等にも情

報提供をされたい。 

自主防災会資機材点検表及び自主防災訓練実施報告書の令和５年度、令和６

年度のすべてについて、決裁を行いました。今後も課内決裁するように周知し

ていきます。また、内容により、消防署員等にも情報共有を行っていきます。 

防災交通課 令和 7 年 

3 月 4 日 

部局監査 

 補助金交付に係る指令番号簿に関し、犬山市町会長会運

営費補助金（５地区の町会長会）について申請・交付決定の

決裁日（令和５年度も６年度も４月１日）から、かなり遅い

時期に指令番号を取得しており、決裁日を遡ったように感

じられる（他の補助金の番号取得状況から両年度とも５月

下旬頃と推測される）。また、指令番号簿に補助金額が明記

されているが、令和５年度に４地区の町会長会分の金額誤

りがあったにもかかわらず、令和６年度も４地区とも同じ

誤りを繰り返していた。 

後付けにならないよう実態に即した事務処理をするとと

もに、入力された字句が正しいかどうかを確認するように

されたい。 

 

 

 

 

 

 

指令番号簿の作成については、担当者による記入で対応をしており、課とし

て管理ができていなかったため、今後は、交付決定の決裁時に指令番号簿を添

付し、日付や金額など記載内容が適正なものかを確認したうえで、事務処理を

行うよう改めます。 

また、令和 5 年度、6 年度の金額誤りについては、内容を確認し、修正を行

いました。 

地域協働課 令和 7 年 

3 月 11 日 
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指摘事項 措置状況 課名 報告年月日 

部局監査 

 今年度に実施した小学生交流事業の一環で発注した「姉

妹都市小学生市内交流宿泊施設手配委託」と、市内の小学生

が姉妹都市に滞在する「姉妹都市小学生交流事業委託」につ

いて、両委託とも課長による予定価格調書の封筒が、糊付け

等で封印されておらず、ハサミで切るなど開封した形跡が

見られなかった。立会人もいるはずだが、適切な見積徴収執

行となっていない。一連の処理を適正に執行するようにさ

れたい。 

 

 

 

 

 

 

犬山市契約規則をはじめとした、契約事務のルールについて、課内で再確認

を実施し、適正な契約事務を行うことができるように、決裁時などのタイミン

グで管理職の確認を徹底しています。今後も、適切な見積徴収執行となるよう

に、一連の処理を適正に執行するように努めます。 

多様性社会

推進課 
令和 7 年 

3 月 7 日 

部局監査 

 「令和５年度 犬山市鳥獣害防止総合対策協議会 通常

総会議案書」を通覧したところ、令和４年度の収支決算の監

査（令和５年７月２６日に実施）を、令和５年７月２７日か

ら就任する者が行っていた。役員の任期に関する規約第８

条、第９条の規定からも適当ではない。年度が代わったこと

により異動があり、規約どおり監査を行うことが困難なら、

異動が分かる届出書などを貰い、後任者が総会で選任され

る前であっても監査することが適当となるよう書類を整え

られたい。 

 また、同協議会は、市職員が事務局を担っており、協議会

事業である鳥獣害防止柵等設置補助金の交付に関し、補助

決定通知書への会長印が、どのような手続きで押印されて

いるのかが不明であった。令和５年度、６年度とも全ての案

件において、交付決定に係る起案文書中の公印使用欄に課

長等の許可印が押されていなかった。公印の管理・取扱いに

ついて市のルールに準拠するようにされたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度の収支決算の監査については、指摘されたとおり年度が代わった

ことによる異動があった場合でも、後任者が総会で選任される前の状況であれ

ば、規約どおり適切に監査を行うよう対応します。 

なお、令和７年度中に総会で規約の改正を予定し、役員が異動等により職を

失った場合は、届出書等で後任の職に就く者がその残任期間について当該役員

の職を引き継ぐ規定に改め、対応していきます。 

協議会事業である鳥獣害防止柵等設置補助金の交付に関し、補助決定通知書

への会長印の押印の手続きについては、犬山市鳥獣害防止総合対策協議会公印

取扱規程を定めており、規程では、公印の押印は、原則として公印管理責任者

である事務局長（産業課長）が行うものとされており、今後も当該規程に基づ

き事務を行います。 

産業課 令和 7 年 

3 月 7 日 
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指摘事項 措置状況 課名 報告年月日 

部局監査 

ごみ集積場環境整備助成事業補助金に係る指令番号簿一

覧表が、鉛筆書きとなっている。容易に文字を消したりする

ことができるので、ボールペン等を用いるか、ワードやエク

セルで作成したものを綴るようにされたい。 

また、廃棄物処理手数料減額（免除）申請書の取扱いに関

し、該当理由を窓口で確認し、減免（ごみ袋の支給）するこ

とについては了承できるが、環境課始め市民課、出張所の各

窓口において誰が対応したのかが不明な申請書が多数あっ

た。当該申請に関し、誰がごみ袋を支給したのか分かるよ

う、少なくとも受付者(対応者)の名前を申請書に記された

い。その他、申請書に受付印が無かったりするほか、市側の

チェック欄の記入が統一されているとは言えない状況であ

った。申請書の受理時において、受付印やチェック欄等の記

載方法を含めて、画一的な処理をするよう講じられたい。 

 

 

ごみ集積場環境整備助成事業補助金に係る指令番号簿一覧表については、エ
クセルで作成し、プリントアウトしたものを綴るよう改めました。 
廃棄物処理手数料減額（免除）申請書の取扱いについては、マニュアルを整

理し、３月に市民課、出張所へ説明を行い、令和７年度から対応を改めます。 
 整理後のマニュアルでは、受付者の明記、チェック欄への最低限必要な事項
の再確認などを記載します。 

環境課 令和 7 年 

3 月 10 日 

部局監査 

令和６年度の表示灯㈱名古屋支社に対する土地の貸付け

（犬山城前観光案内所の一画に広告付き観光案内板の設

置）、また、一般社団法人 犬山市観光協会に対する土地の

貸付け（キャッスルパーキングの一画を職員用駐車場とし

て利用）に関し、前者では行政財産目的外使用許可書（更新）

を発行し、後者については市有財産賃貸借契約書が交わさ

れている。これらに年間の使用料や貸付料が載っているが、

その使用料等は、固定資産評価額を基に計算した固定資産

税課税標準額から求めることとなっている。しかしながら、

貸付けする当該年度の評価額を用いるべきところ、前者・後

者いずれも前年度評価額が用いられており、引いては誤っ

た課税標準額により使用料等が算出されていた。結果、過不

足が生じていると思われる。共に、未だ納付書を送っていな

いとのことだが、今一度、算出根拠の大元である評価額を確

かめ、正しい課税標準額で算出した使用料等により納付さ

れるよう速やかに対応されたい。 

また、表示灯㈱に関しては、使用面積が 1 ㎡未満の 0.5264

㎡だが、１㎡として計算されていた。行政財産の目的外使用

料条例に 1 ㎡未満の取扱いに係る規定はないが、切り上げ

ると結果として取り過ぎになるので、そのままの面積で使

用料を算出するよう検討されたい。 

 

表示灯（株）及び観光協会への土地使用料等の算出について、前年度ではな

く、当該年度分の固定資産税課税評価額を用い、算出するようにします。 

また、表示灯（株）に対する使用面積 1 ㎡未満の面積についても、従来は四

捨五入を用いて 1 ㎡として算出しておりましたが、今後は正しい面積を利用

し、使用料を算出するようにします。 

以上のように、あらためて算出の上、納付書を送付するようにします。 

観光課 令和 7 年 

3 月 7 日 
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指摘事項 措置状況 課名 報告年月日 

部局監査 

委託業務の完了届や物品の完納届、他市からの照会等な

ど、収受文書の多くに文書番号が付されていなかった。ま

た、照会先からの回答集約結果の文書番号が、当該照会の

受付時に付した文書番号と同一ではなく、新たに付された

りしていた。その他、県からの照会文書で、受付印が押さ

れていないものもあった。同課の保管する文書処理簿まで

は確認しなかったが、受領した文書を「公文書」として取

り扱う「収受手続き」を適切にされたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委託業務の完了届や物品の完納届、他市からの照会のほか、議長来賓依頼文、

政務活動費関連文書等について、収受時に受付印をもれなく押印するととも

に、文書番号を付すこととしました。 

また、照会文書に対する回答文書や、政務活動費の一連の届出等については、

同一の文書番号を付すとともに、文書処理簿にその経過を適切に記録すること

を徹底しました。 

議事課 令和 7 年 

3 月 7 日 

部局監査 

犬山市健康まちづくり推進委員会規則第４条第１項にお

いて、「委員会の会議は、会長が招集する。ただし、会長

及び副会長が在任しないときの会議は、市長が招集する」

と規定されている。任期満了（～令和５年３月 21 日）に

伴い、令和５年３月開催の会議で会長が再度選任されてい

る（会長を含め委員の任期は３年）にもかかわらず、会長

と副会長へのそれ以降の会議開催通知が市長名での発信と

なっていた。宛て名を『委員各位』とするなどして、規則

どおりに事務処理されたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回以降に実施する「犬山市まちづくり推進委員会」の開催案内については、
副会長及び委員の方には全て会長名で送付するようにしております。 
なお、会長には開催者の立場であることから、開催案内ではなく事務局から

委員各位への開催案内の送付の報告連絡に改めます。 

健康推進課 令和 7 年 

3 月 7 日 
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指摘事項 措置状況 課名 報告年月日 

部局監査 

令和５年５月 22 日付けの犬山市更生保護女性会からの

申請に基づき、補助金 100,000 円が同年６月に交付され、

その実績報告書が令和６年４月 30 日に提出されていた。

原課にてその報告書から補助対象項目を抽出して補助対象

経費を計 193,867 円とし、その 1/2 が 96,933 円であるた

め、既交付額との差額 3,067 円を同会に返還請求してい

た。補助対象経費として原課が抽出した項目の中に、事業

費として「反省会費用 22,500 円」や「その他 15,522 円」

との記載があったため、当該領収書の提出を求めたとこ

ろ、会場代込みの食事代（＠2,500 円、役員９名分で計

22,500 円）、花代（5,800 円）、菓子代（饅頭１個約 220

円、来賓７名と出席者 18 名分で 5,850 円）、お茶代（総会

用のペットボトル 21 本で 2,872 円）となっていた（この

他、「あつまれいぬやまっこ！うきうき大行進」という行

事に参加した際の食事代（＠500 円、２名分）も含めて、

花代以下で計 15,522 円）。 

市の『補助金ガイドライン』の考え方として、併せて発

せられた≪補助金と負担金の取扱いについて≫によると、

「一般に補助対象経費として不適切だとされる経費」の例

として「食糧費」が挙がっているが、この費用を、原課は

「事業内容から判断し団体の活動に必要な経費」として認

め、補助対象経費に含めている。とても容認できる内容で

はない。令和５年度のみならず、過年度においても同様な

処理をしているのではないか、疑問である。補助金交付申

請書、実績報告書の添付資料を十分精査し、ガイドライン

及び上記の≪取扱いについて≫に沿った、誰もが納得でき

る補助事業の執行とされたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当該補助金については、補助対象経費の明確な規定がなかったため、令和７
年度から運用を開始する「見直し後の補助金ガイドライン」に基づき補助対象
経費の基準を作成し明文化するとともに、年度当初に福祉課所管の全ての財政
援助団体に対し説明を行います。 

福祉課 令和 7 年 

3 月 7 日 
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指摘事項 措置状況 課名 報告年月日 

部局監査 

2024 年度版「障害福祉ガイドブック」の印刷発注（契約

金額 250,800 円）に関し、関連資料を確認したところ、請

書の納期限が令和６年３月 25 日となっているにもかかわ

らず、期限後の３月 27 日にも受注者側と校正のやり取り

をしている形跡が見られた。一方で、支出負担行為決議書

兼支出命令書の完了検査済印の日付が令和６年３月 25 日

となっていた。そのことを定期監査ヒアリング時に問い質

したところ、後日、３月 28 日に校了し、４月５日に納品

があったとの報告を受けた。明らかに契約不履行である。

また、支出負担行為決議書兼支出命令書の裏面に添付され

た請求書には、一旦、履行確認済の日付を令和６年４月５

日と記入しながらこれを二重線で見え消しし、先に記した

とおりの検査完了日としていた。令和５年度予算で支払え

るよう辻褄合わせの細工がなされたと容易に見て取れる。 

既に原因の把握や今後の対応策を検討されているようだ

が、今回の件をしっかりと肝に銘じ、納期限に間に合わな

ければ、改ざん処理をすることなく、適切な善後策を速や

かに講じられたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課内で契約事務の流れやしくみ、会計年度についての考え方などを再度確認
するため勉強会を通じて職員全員の理解を深め、加えて、決裁時や校正時など
時々のポイントで、スケジュールに無理がないかなど管理職の確認を徹底し納
期限内での納品を厳守します。 
また、令和７年３月６日全庁掲示板に「業務上の失敗事案に係る報告書」を

掲示することにより庁内各課へ情報共有を図りました。 

障害者支援

課 
令和 7 年 

3 月 7 日 
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指摘事項 措置状況 課名 報告年月日 

部局監査 

介護保険特別会計事業において、居宅介護や介護予防で

住宅改修費の一部を支給する事業が行われている。その給

付費の振込みに関し、施行業者が直接受け取ることのでき

る「犬山市介護保険住宅改修費の受領委任払いに関する要

綱」に基づいて申請した場合の支給決定通知書は、市長名

で発行されている。片や、委任せずに直接自らの口座に振

り込みを希望する申請についての支給決定通知書は、高齢

者支援課長名で発行されていた。ヒアリング時に現状を指

摘したところ、委任しない場合も市長名とするよう改める

旨の回答があった。他課においても、日ごろ使用している

様式について、旧様式のままの使用や文言、例規上との整

合性など随時見直しをされたい。 

また、切手使用管理簿については、様式を設けて毎月の

残数をしっかりと管理されていた。ただ、一部において鉛

筆書きの記入があったり、修正テープが使用されていた

り、「発送先」が書かれていない欄もあった。記帳につい

て留意されたい。 

 

住宅改修について、施行業者に受領委任せず対象者自らが申請手続きをした
場合の介護保険居宅介護（介護予防）住宅改修費支給承認決定通知も市長名で
通知するよう改めました。 
切手使用管理簿について、修正が必要となった場合は見え消しによるペン書

きとし、修正箇所に確認した者（責任者）の押印を行うよう改めます。 
また、「発送先」欄等、必要事項が未記入とならないよう、複数職員での確

認を徹底します。 

高齢者支援

課 
令和 7 年 

3 月 6 日 

 

 

 

補助金の支給決定を課長名で通知することは適切ではないことから、全庁的
にその旨を再周知すると同時に、例規本文や様式についても最新の内容になっ
ているか見直しを指示することで再発防止に努めます。 
 
 

総務課 令和 7 年 

3 月 27 日 

施設監査 東児童センター 

犬山市職員の勤務時間、休暇等に関する条例第３条第２

項の規定により、任命権者は１日につき７時間 45 分の勤務

時間を割り振るものされている。同センターの『勤務実績』

に綴られている各職員の勤務状況報告書を点検したとこ

ろ、「勤務時間」の記載が、当日に割り振られた時間帯（例

えば９時 15 分から 18 時まで）のみとなっており、時間外

勤務をした結果（何月何日に、何時から何時まで従事したの

か）が書面上からは確認できなかった。時間外勤務に係る人

事給与システム上の入力はできているので、支払い漏れは

無いとのことだが、当該報告書へは時間外も含めた勤務時

間を記載するようにされたい。 

 また、暴漢用拘束具として刺又（さすまた）が備えられて

いるが、容易に取り出せない状態となっていた。瞬時に使用

できるよう保管場所を見直されたい。 

 

勤務状況報告書への記載に時間外勤務が記入されていなかったため、今後は
時間外勤務をした場合は、勤務状況報告書へも時間外を含めた記載をする対応
にしました。勤務状況報告書に記載することで、見落とすことなく人事給与シ
ステムへ入力、決裁していけるよう改善しました。 
刺又（さすまた）については、すぐに取り出せるよう、室内入り口の壁面に

て保管できるよう改善しました。 
また、他の施設等においても、改めて確認を行い改善に努めます。 

子育て支援

課 
令和 7 年 

3 月 5 日 
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指摘事項 措置状況 課名 報告年月日 

施設監査 犬山幼稚園 

同園についても、時間外勤務について園長・職員間で相互

確認がされているので漏れは無いとのことだったが、時間

外勤務について園長の私的な手帖に「覚え」として記録され

ていたので、誰でも確認できるよう公的なものに記すよう

にされたい。 

 

 

 

本庁でも使用している「時間外勤務命令簿」の様式を使用し、職員本人が、
時間外勤務をした日時・時間を書面に記載し、園長が確認後に人事給与システ
ムへ入力、決裁するよう改善しました。 
また、他の子ども未来課の所管する施設においても、改めて確認を行い改善

に努めます。 

子ども未来

課 
令和 7 年 

3 月 3 日 

施設監査 犬山中学校 

教育情報外部持出記録表は、概ね記帳されていたが、使用

場所や持出理由が書かれていないものが散見された。未記

入欄が無いようにされたい。 

また、使用期限切れの薬品があった。同等な薬品を速やか

に購入し、適正な管理を図られたい。 

 

 

 

USB メモリ、タブレットの持ち出しに伴う許可簿への記載等を徹底するよう

指導し、適切な管理に努めています。 

保健室にある使用期限切れ薬品は、廃棄し新たな薬品に交換しました。 
今後は、定期的に使用期限を確認するよう指導しました。 

学校教育課 令和 7 年 

3 月 7 日 

施設監査 犬山西小学校 

理科用の薬品のうち、廃棄予定である劇物について、保管

棚に液体が漏れていた形跡が見受けられた（監査時には乾

いていた）。直ぐにまた漏れ出すことはないと思うが、劇物

であるため、適正な保管に努められたい。 

 

 

 

今回指摘のあった薬品は、2 月に廃棄しました。 

理科用薬品は台帳上で使用期限を管理し、期限が切れた薬品は学校教育課が

まとめて専門業者に依頼する時期まで、一目で期限切れが分かるようにした上

で適切に保管し、授業後は使用した薬品をすぐに片付けるよう指導しました。 
また、劇物の漏れが生じていないか、定期的に保管状況を確認するよう指示

しました。 

学校教育課 令和 7 年 

3 月 7 日 

施設監査 勤労青少年ホーム 

使用期限切れの薬品があった。同等な薬品を速やかに購

入し、適正な管理を図られたい。 

また、市が貸与しているパソコンに、盗難防止のワイヤー

施錠がされていなかった。また、旧所管課名のシールが貼ら

れていた。いずれも、早期に対応されたい。 

 

 

 

 

 

 

使用期限切れの薬品があった件については、同等の薬品を購入し、施設に設

置しました。 

市が貸与しているパソコンに盗難防止ワイヤーがされていなかった件につ

いては、パソコンが施錠できるよう、盗難防止ワイヤーを購入し、取り付けま

した。 

旧所管課名のシールが貼られていた件については、過去にも課名が変わった

場合、備品シールの貼り直しは行わず、旧課名としています。 
なお、備品シールは、市の管理する物品として犬山市財産管理規則に基づき、

シールを貼付するものであり、受け入れしてからの変遷（機構改革による課名
変更）は、データにより適正に管理しています。 

文化推進課 令和 7 年 

3 月 7 日 

 


